
１．白山とその周辺地域の火山活動

代表者 石渡 明

協力者 田中康博・葛木建大

（１）白山国立公園内経ヶ岳火山の山体崩壊につい

て

経ヶ岳火山は，大規模な山体崩壊を起こして大野

盆地に多量の岩屑を流し出したことで知られ，同様

に山岳高所に位置する白山火山の崩壊を研究する上

で「他山の石」である。本年度は，山体崩壊による

岩屑流が，主として経ヶ岳火山の上部を構成するカ

ルクアルカリ系列の溶岩と火砕岩の層に由来するこ

とを明らかにした。そして，経ヶ岳火山の地質学的・

岩石学的構成とマグマの成因に関するこれまで３年

間の研究を論文としてまとめ，地質学雑誌に投稿し

た。

（２）白山火山列の金沢市戸室火山の山体崩壊につ

いて

白山火山列の北端をなす戸室火山は，隣接するキ

ゴ山とともに約５０万年前に金沢市東部の丘陵地に形

成された安山岩の溶岩ドームである。戸室山はその

後山体の西側が大崩壊し，金沢市街方面に大規模な

岩屑流を押し出した。新しい岩屑流堆積物の露頭か

ら発見された木片の炭素同位体測定によって，この

岩屑流堆積物の年代が１８，２００年前と特定された。比

較的平野に近い丘陵地に形成された溶岩ドームが崩

壊した点で，戸室山崩壊は雲仙火山の眉山崩壊と類

似する。

２．白山高山雪田植生の動態

代表者 辰己博史

参加者 菅沼孝之

協力者 外山治美・若林宏治

（１）高山雪田植生における実生の定着過程の解明

第１年次（１９９７年）に調査区Ⅰを中心に裸地の多

い調査地 A～E を設定して大縮尺の投影図を作成

し，実生をマッピングしてその分布状況をまとめ

た。

第２～５年次はその前年に調査した実生がどのよ

うに残存しているかを調べ，その種と個体の高さ

を，またイネ科草本は葉数を記録した。

１～５年次における分布状況について，出現した

種に個体番号を記し，残存個体（番号）を太線で表

示した。各調査地における生育個体数，実生個体数，

生残個体数，消滅個体数，および生残率を５調査地

の平均を求め，まとめた。

（２）実験区の回復状況２９年目の調査結果

１９７３年より開始して２９年目にあたる調査の結果，

植被率は調査区Ⅰでは７６．４３％，Ⅱは９７．１２％，Ⅲは

７８．５７％で，いずれの調査区も増加している。２８年間

での回復率は調査区Ⅰでは１．４１％，Ⅱでは１．０１％，

Ⅲでは１．２２％である。

主な種について，特に木本のガンコウラン，クロ

マメノキが占有地を広げているのが目についたが，

他の種の増減は調査区によって異なっていた。

３．白山の亜高山帯・高山帯の植生地理と長期的変

動

代表者 古池 博

南龍山荘上部のオオシラビソ群落域とハイマツ群

落域の移行域に，２０００年度に設定した調査区（東西

３００m，南北１，０００m，標高差約３００m）について，２００１

年秋に現地調査をおこない，植生測定および樹冠を

構成する樹木の測樹，写真撮影を実施した。これに

もとづいて，最新の現存植生図の作成と測樹データ

の解析をおこない，すでに前年度の研究で得られて

いる同調査区の植生頂部の digital elevation model

（DEM），および新旧の DEM の差（以下差分 DEM

という）との照合をおこなった。

樹冠を構成するオオシラビソ，ハイマツについて

の標高別の測樹データの解析によれば，オオシラビ

ソは２，１００m から２，２００m までは平均樹高は６m 程

度であるが，より高い場所では標高に反比例して減

少し，調査区上限の２，４００m では２m 余りであっ

た。平均胸高直径（地上１．３m で測定）は２，１００m

では約２４cm であるが，その後は標高に反比例して

減少し，２，４００m 付近では１５cm 程度となる。これに

対してハイマツは２，２００m ではじめて出現するが，

この平均樹高は約１．４m，平均胸高直径１cm で，標

高に関係なく一定であった。

この調査結果は，過去３０～４０年間にハイマツ群落

域がオオシラビソ群落域に変化したことが，差分

DEM の＋領域をもたらした要因の一つである，と
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いう判断を支持するものである。

４．蛇谷禁漁区の河川環境と生物生息状況

―水温環境と水質環境の基礎資料の収集と分析―

代表者 谷田一三

協力者 谷田泰枝・平 祥和

平成１３年１０月１９－２０日に，蛇谷川の３地点（シリ

タカ堰堤上部，シリタカ堰堤直下，中宮展示館前）

において，一般水質項目（水温，pH，電気伝導度，

溶存酸素濃度），栄養塩濃度（硝酸，亜硝酸，アン

モニア，オルトリン酸），水中流下物（流下有機物

粒子：POM，鉱物粒子）及び河床付着藻類の現存

量（クロロフィル a）を調査した。堰堤より下流の

減水区間では，POM が著しく減少するいっぽう，

付着藻類の現存量が大きくなった。これらは，河川

生物群集の基礎資源であり，取水が群集構造に大き

な変化を及ぼしている。中宮展示館前では，硝酸塩

とオルトリン酸の濃度の若干の上昇が見られた。水

温については，設置していた自記記録温度計が洪水

により流出してしまったので，記録を採取すること

が出来なかった。

５．白山および周辺地域の昆虫相

代表者 中村浩二

参加者 大河原恭祐

協力者 中村晃規・小路晋作・

宇都宮大輔・大脇 淳・

赤石大輔・松浦友紀

金沢大学角間キャンパスの造成工事に伴い角間川

を移転して，２０００年１月に創出された新角間川（創

設型ビオトープの１種）の新河川の現状把握のため

に，水質調査と生物相調査を２００１年４月から１１月ま

で行った。その結果，合計２４８サンプルを採集し，８

綱１８目５８科１１７種２１，６６０個体の水生生物を得た（表

１）。最も個体数が多かった分類群はユスリカ亜科

（９，８９７個体，全体の４６％），種数の最多の目はカゲ

ロウ目（２９種，全体の２５％）であった。

６．白山手取川水系におけるハンミョウ類の流程に

沿った分布及び生息場所の安定性に関する研究

代表者 上田哲行

協力者 堀 道雄・佐藤 綾・一恩英二

（１）手取川水系主要な支流のハンミョウ分布調査

手取川の流程に沿ったハンミョウ類の分布が前回

の調査（９年前）からどのように変化したかを明ら

かにするため，昨年度から調査を開始した。今年度

は主に大日川，直海谷川，瀬波川など主要な支流に

ついてハンミョウ類の分布調査を行った。大日川に

ついては，前回の調査と同様，植物の繁茂が著しく，

ハンミョウ類が生息できるような砂地の河原を認め

ることができなかった。直海谷川は内尾地区で調査

を行ったが，ハンミョウ類を見出すことができな

かった。奥池地区は通行止めのため調査を行うこと

ができなかった。瀬波川は前回の調査ではハンミョ

ウ類を発見できなかったが，今回は，松尾谷付近の

砂防堰堤上流に形成された河原でコニワハンミョウ

とアイヌハンミョウを確認した。とくにアイヌハン

ミョウは成虫，幼虫の巣孔とも高密度で存在した。

ニワハンミョウについては，これまで百万貫岩が

もっとも標高の高い分布地点であったが，市ノ瀬下

流で成虫を１個体確認した。

（２）瀬木野河原における河床変動とハンミョウ類

幼虫分布

昨年度に引き続き，鳥越村瀬木野河原において，

ボルト・リング法を使った河床変動の追跡とコニワ

ハンミョウの巣孔分布の変化を調査し，両者の関係

について分析を行った。６月下旬にかけて昨年度と

同じ規模の洪水が見られ，河床変動も堆砂がなかっ

たが，昨年度は洪水前後で巣孔分布にほとんど変化

が見られなかったのに対し，今年度は洪水後に著し

い低下が見られた。この違いをもたらした原因は必

ずしも明らかではないが，昨年度は当該期間の洪水

（水位上昇）が１度限りであったのに対し，今年度

は最高水位こそ変わりがなかったものの，くり返し

同じ程度の水位上昇が起こっており，そのことが両

年の違いをもたらした可能性が考えられる。また，

下流の国土交通省中島観測所の８年間の流量データ

を用いて，瀬木野河原における水位変動を計算に

よって求め，巣孔の分布位置の冠水確率を計算し

た。その結果，巣孔の分布場所は，１年に６回から

１．６年に１回程度の冠水頻度の場所であることが示

された。

７．白山における地表性ゴミムシ類の分布

代表者 平松新一

（１）石起こし法で採集されるゴミムシ類

６月２３日の調査では，砂防新道別当出合から甚之

助小屋（標高１，３００－２，０００m）の範囲で，２０種のゴ

ミムシ類が記録された。今回記録されたゴミムシ類

は，すべてがこれまでの調査で記録されており，採
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集された標高もほぼ同じであった。この時期は，別

当覗から上部は登山道のところどころに雪が残って

いたが，そのような状況下でも石下にはゴミムシ類

が潜んでいた。

（２）亜高山帯・高山帯の河原環境におけるゴミム

シ相

南龍ヶ馬場龍川（標高２，１００m）及び室堂下水屋

尻雪渓からの融雪水が流れ出る沢（標高２，４００m）

の際で，ピットフォールトラップ法によりゴミムシ

類を採集した。南龍ヶ馬場では１６種類，室堂下では

８種類のゴミムシ類が記録された。河原の両地点で

最も多く記録されたクロマルクビゴミムシは，昨年

度に行ったハイマツ林，雪田，湿原の調査地点から

は全く記録されておらず，環境特異的に出現すると

考えられる。

（３）室堂水屋尻雪渓後退に伴うゴミムシ相の変化

室堂水屋尻雪渓で，雪渓の解ける時期の異なる４

地点のゴミムシ相をピットフォールトラップ法によ

り調査した。Bembidion sp., Platynus sp., Pterostichus

honshuensis は雪が早く解ける地点ほど多かった

が，B.fujiyamai は雪解けが遅い地点ほど多かった。

また，雪解けの早い地点のゴミムシ相は雪田，湿原

のゴミムシ相と類似していた。

（４）御前峰山頂付近のゴミムシ類

御前峰高天原（標高２，６００m）及び山頂直下（標

高２，７００m）でピットフォールトラップ法によりゴ

ミムシ類を採集した。この調査で，高天原で４種，

山頂直下で６種のゴミムシ類が記録された。このう

ち，Bembidion sp., Trechus sp., Platynus sp.は，これ

までも標高２，１００m 以上でしか記録されておらず，

高地環境に適応した種と考えられる。

８．白山山系の２河川における水生動物相の３０年間

の変化

代表者 大串龍一

（１）１９７０－８０年代の手取川・犀川その他の水生昆

虫標本の整理

第１年度に引き続いて，保存されている標本のう

ち，昨年度にまとめ直した標本群について，手取川

上流部，犀川上流および中流部分のうちのほぼ半分

について種名の同定を進めた。梯川，町野川，鵜飼

川の標本はこれから同定に取りかかることとなる。

また本計画１年度の平成１２年に実施した犀川および

鵜飼川のサンプルの整理を行なった。

（２）犀川はじめ県内河川の現状調査

今年度は調査予定時期に台風があったために現地

視察と採集調査は犀川中流部で行い，手取川中・上

流は次年度に延期した。金沢市内の定点への成虫飛

来は８－１１月の間，昨年よりやや多いカゲロウ３

種，トビケラ２種であった。

９．石川県内の野生ニホンザル個体群の現状

担当者 太郎田（滝澤） 均

参加者 伊沢紘生

協力者 遠藤純二・辻 大和・宇野壮春・

藤田裕子・清野紘典・野呂一世・

佐藤智保・熊野江里・鈴木理紗

（１）各群れの現状と新たな問題点

今冬の調査で，カムリ A 群のキク血縁集団を中

心にした小グループが確認された。このグループは

三ツ又まで移動していて，これにはじき出される形

で，従来この地域を利用しているカムリ E 群がオ

オノマ谷の上部という下流域を利用しているのが観

察された。また，この地域ではカムリ D 群やタイ

コ B２２群，タイコ B２１群が確認され，オダニ群は雄

谷の奥の方にいた。目附谷内ではタイコ A３群が確

認された。野尻と瀬戸集落間では３０～３９頭の３グ

ループが確認されたが，このグループはタイコ A２

関連群との関係は不明である。ほかの群れに関して

はクロダニ群を多少観察しただけで，今冬観察でき

なかった。

鳥越村・阿手集落や左礫集落周辺で新たなグルー

プが猿害を起こしながら，年間を通して滞在してい

ることが認められた。ほかにも猿害を起こしている

群れがタイコ A１群（現在分裂して２群）とタイコ

A４群，タイコ A２関連群，カムリ D 群，オダニ群

と推測される。

（２）白山地域の個体群動態に関わる一つの要因に

ついて

今冬までの継続調査で，白山地域の地域個体群の

変動の様子が明確になってきた。地域個体群には漸

増傾向が見られ，個体数を大幅に増加させてきた。

しかし，一様に増加しているわけではなく，局所的

に個体数の増加に違いが見られた。タイコ A 関連

群やクロダニ群はもっとも下流域を利用している群

れであり，比較的短い積雪期間や地肌の出現時期が

早目ということになり，その分生存しやすい条件を

備えていて，個体数増加も高いと推測された。一方，

クニミ群やガラダニ群は谷の最奥部ということで，

積雪期間も長く，地肌の出現時期も遅くなり，生存
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条件がより厳しい環境で生活することになり，個体

数の伸びも抑えられがちである。

（３）犀川流域の群れに関して

今冬，犀川の上流域の犀川ダム直下の右岸の谷か

ら移動してくるアゲハラ群を観察することができ

た。４７頭カウントでき，１９９８年始めて群れが確認さ

れた時には４２頭であった時と比較すると微増状態で

あった。それ以外にも，コドモの小さな足跡を含む

１０頭以上のグループの足跡が林道上を延々と上流へ

向かっており，このグループはどのようなグループ

なのかは不明であるが，寺津発電所から犀川ダムの

間も多少なりとも利用されていることが認められ

た。ほかに，寺津集落の中にハナレザルも出現して

いた。

（４）ニホンザルの保護・管理について

２００２年度から特定鳥獣保護管理計画が始まるが，

その計画の中で，今猿害を起こし，排除地域に当た

る地域を利用している群れはタイコ A１群とタイコ

A４群，タイコ A２関連群，オダニ群，カムリ D 群

と推測される。しかし，これらの群れは白山地域の

地域個体群の総個体数の６０％を優に超える個体で構

成されていることも考慮し，徹底的な排除以外に

も，様々な方策を今後とも検討していくよう取り組

んでいかなければならない。

１０．白山地域の小哺乳類の分布と繁殖生態

担当者 子安和弘

参加者 高木雅紀

協力者 目加田和之・川田伸一郎

我々は平成８年（１９９６年）８月から白山地域の高

山帯，亜高山帯，山麓部において，ライブトラップ，

パンチュートラップ，スナップトラップ，ピット

フォールトラップを用いた小哺乳類の採集調査を行

い，小哺乳類の分布状況と繁殖状態を調査してきた

（林・小安，１９９８；２０００a ; b；子安，２０００；子安・

林，１９９７a；１９９７b；１９９８など）。こうした調査・研

究によって白山地域の小哺乳類の生息状況が明らか

にされつつあるが，個々の種についての分布状況や

繁殖状態についてまとまった報告は，ヒミズ類の分

布（林・子安，２０００a ; b）とミズラモグラの分布（林・

子安，１９９８）を除けばなされていない状況である。

そこで，これまで我々の採集調査によって得られた

個体について内部生殖器の検討によって繁殖状態の

検討を行い，さらにかつて子安ほか（１９９３）の調査

によって得られた標本資料，さらに石川県白山自然

保護センターに所蔵されている小哺乳類標本のカタ

ログ作成を通じて，この地域における小哺乳類の分

布と繁殖活動についてのまとめをおこなった。

１１．４５００年前の白山山頂部大崩壊と大白川岩屑なだ

れ

担当者 守屋以智雄

参加者 酒寄淳史

協力者 園 大志

大白川岩屑なだれ堆積物の露頭観察から，その流

動機構に関して新たな知見が得られた。さらに，野

外調査のデータに基づいて岩屑なだれ堆積前と堆積

直後の地形・地質を復元し，岩屑なだれの発生によ

る河川流路の変化などを明らかにした。また，新白

山火山溶岩の顕微鏡観察を行い，大白川岩屑なだれ

の発生の前と後で，活動したマグマの岩石学的性質

に違いがみられることを明らかにした。

１２．白山直下の地震活動

担当者 平松良浩

協力者 臼井佑介・高橋直季・木津貴章

定常地震観測網では地震検知能力が低い白山直下

の定常的な地震活動を解明するために平成１３年７月

末から１１月上旬にかけて白山周辺に５点の臨時地震

観測点を設置し，臨時地震観測を行った。７月末か

ら９月末までの地震波形データを解析し，震源決定

を行った結果，白山周辺１０km 四方において４２個の

地震を検出した。これらの地震は白山直下，特に標

高２，０００m 以高の山体直下，深さ２～４km に集中

する。また，地震の検知能力と震源決定精度は臨時

地震観測により大幅に向上し，臨時地震観測の有効

性を示した。
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